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謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 平素より、私ども菊池寛実記念 智美術館の活動に多大なるご理解とご協力を賜り、誠に有難うござい

ます。 

当館では、本年度 6月 27日より、下記の通り「赤 黒 金 銀 緑 青 ―前田正博の色絵」を開催いたし

ます。前田正博（1948～）は色絵の作家です。東京藝術大学にて藤本能道、田村耕一、浅野陽各氏に師

事した後、1970 年代より現在まで一貫して、磁器の素地に色彩豊かな絵付を施した器を制作し、独自の

境地を広げてきました。 

前田氏の作品は古風な色絵磁器とは一線を画す、グラフィカルで洒脱な意匠を纏っています。カンヴ

ァスに絵を描くように、ふくろうやサボテンなどの軽妙な模様で、白磁の器を覆い尽くします。洋絵付

の材料を取り入れ、何度も焼成を重ねることにより生み出される、上から下の色が透けて見えるような

独特な風合いも作家の真骨頂です。近年は、そこに、奥深さや重厚感が加わり、新たな方向への展開が

感じられます。展覧会では、新作と旧作を合わせたおよそ 100 点余※の作品により、前田正博の色絵磁

器の世界をご紹介いたします。（※期間中、展示替えを行う予定です。） 

つきましては展覧会の概略をご案内申し上げますので、本展をひとりでも多くの皆さまにお知らせい

ただき、周知にご協力を賜りますよう謹んでお願い申し上げます。 

敬具    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

■■■■ 展 覧 会 名展 覧 会 名展 覧 会 名展 覧 会 名    

■■■■ 会会会会         場場場場    

■■■■ 会会会会         期期期期    

    

■■■■ 開 館 時 間開 館 時 間開 館 時 間開 館 時 間    

■■■■ 主主主主         催催催催    

■■■■ 後後後後         援援援援    

■■■■ 協協協協         賛賛賛賛    

■■■■ 観 覧 料観 覧 料観 覧 料観 覧 料    

    

■■■■ 展 示 作 品展 示 作 品展 示 作 品展 示 作 品    

■■■■ 関 連 行 事関 連 行 事関 連 行 事関 連 行 事    

「赤 黒 金 銀 緑 青 ―前田正博の色絵」 

菊池寛実記念 智美術館 東京都港区虎ノ門 4−1−35 ☎03−5733−5131 

2009 年 6 月 27 日[土]〜2009 年 9 月 23 日[水・祝]※期間中、展示替えを予定。 

休館日：毎週月曜日(但し 7月 20 日、9月 21 日は開館)、7月 21 日 

午前 11 時～午後 6時（最終入館は午後 5時 30 分まで） 

財団法人菊池美術財団 

日本経済新聞社 

京葉ガス株式会社 

一般 1,000 円 大学生 800 円 小中高生 500 円  

（※障害者手帳をご提示の方、およびその介護者 1名は無料となります。） 

陶磁器作品など約 60 点 

会期中、学芸員によるギャラリートーク、西洋館見学会、作家によ

る対談などを開催。本リリース３頁をご覧ください。 
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前前前前    田田田田    正正正正    博博博博    のののの    色色色色    絵絵絵絵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
    

    
    
 

    

 

 

    

作作作作    家家家家    略略略略    歴歴歴歴        
 
1948 京都府久美浜町に生まれる。 

1973 日本陶芸展入選。 
1975 東京芸術大学大学院工芸科陶芸専攻修了。 

日本伝統工芸展入選。 

1983 「Japanese Ceramics Today - Masterworks from the 
Kikuchi Collection」に出品（スミソニアン自然史博物
館、ワシントン／V＆A美術館、ロンドン）。 

1986 二人展（ワークスギャラリー：ニューヨーク） 
1988 第 35 回日本伝統工芸展にて、日本工芸会奨励賞受賞。 
1991 「第 3回 次代を拓く・新しい茶の造形展」（日本橋三越）。 

1992 日本の陶芸「今」百選展（三越エトワール、パリ／ 
日本橋三越）。 

1994 「手の冒険展」（宮城県美術館）。 

1996 「現代日本陶磁の秀作・アジア巡回展」 
（日本国際交流基金）。 

――――色色色色    
高火度で焼成した磁器や陶器の表面に、より低い温度で色を焼

きつける色絵の技術は、日本でも 17 世紀以降、古九谷、柿右衛

門様式などの磁器や、京焼に代表される色絵陶器など、様々なス

タイルを発展させましたが、前田正博の作品は、こうした伝統的

な色絵とは全く異なる表情を持っています。複雑な色の重なり、

マットで手に馴染む独特の質感―その秘密は、使われる「色」そ

のものにあります。前田氏が使う洋絵具は、幕末頃より導入され

た新しい素材で、色数が豊富で薄くのばし色同士を重ねることが

できるなど、和絵具にはない性質を持っています。前田氏はこう

した素材の可能性を探りながら、独自の色絵磁器を発展させてき

ました。布目等でテクスチャーを持たせた素地に、赤、黒、金銀

彩や緑、青、紫等の多彩な色を乗せ、何度も焼成を繰り返す入念

な仕事は、硬質な磁器に豊かな表情をもたらし、独特な温かみを

持つ色絵の世界を生み出してきました。 

 

――――模様模様模様模様    
鳥、サボテン、ヤシの実、ザクロ、月、山…前田作品では、様々

な模様が器の全面を覆い尽くし、楽しげに踊っています。鳥や植

物など自然をモチーフとしながらも、説明的描写から自由に飛躍

する直観的なデザインは、親しみやすさと花鳥風月の象徴性とが

同居した、不思議な空気をまとっています。 

「ただ形に合わせてその時々で展開しているだけ」、そう作者

が語る文様は、まるで即興の音楽のように大胆に、繊細に、器に

色彩と形のリズムを刻みます。 

1996 「現代日本陶磁の秀作・アジア巡回展」（日本国際交流基金）。 
1997 日本伝統工芸展新作展で鑑審査委員（2000、2001）。 
1998 第 38 回伝統工芸新作展にて奨励賞受賞。 

2000 「前田正博展」（大心苑の小さな美術館、茨城県高萩市）。 
2002 日本伝統工芸展で鑑審査委員。 

「神奈川の陶芸・うつわの美展」（神奈川県民ﾎｰﾙｷﾞｬﾗﾘｰ）。 

現代陶芸の 100 年Ⅰ「日本陶芸の展開」展（岐阜県現代陶
芸美術館）。 

2003 Japanese Ceramics Today,Part 1/Part2（菊池寛実記念 智

美術館、東京）。 
2004 二人展（ギャラリーgen：ニューヨーク）。 
2005 第 1 回菊池ビエンナーレ展にて、優秀賞受賞（菊池寛実記

念 智美術館）。 
東京・六本木に工房を移転、六本木磁器倶楽部開催。 

2006 「現代陶芸の粋展」（茨城県陶芸美術館）。 

2007 「前田正博色絵磁器展」（アサヒビール大山崎山荘美術館）。 
2008 「第 2 回智美術館大賞・現代の茶陶展」に出品、優秀賞を

受賞（菊池寬実記念 智美術館）。 

 1. 

 2. 

     

3.                  4. 

――――形形形形    
色絵に覆われた作品は、色彩の豊かさ故

に、しばしばそれが磁器で出来ていることを

忘れさせます。けれど、加飾の下に隠された、

器そのものがみせる堅固な造形は、磁器なら

ではのもの。成形の難しい磁土を素材に、あ

えてうつわというかたちにこだわり続ける

姿勢が、作者のやきものに対する思いを物語

ります。最新作では、色と形の双方に、洗練

された重厚さが加わり、これまでにない存在

感をたたえた作風が展開されています。 



菊池寛実記念菊池寛実記念菊池寛実記念菊池寛実記念    智美術館智美術館智美術館智美術館        「「「「赤赤赤赤    黒黒黒黒    金金金金    銀銀銀銀    緑緑緑緑    青青青青――――前田正博前田正博前田正博前田正博のののの色絵色絵色絵色絵」」」」・プレスリリース・プレスリリース・プレスリリース・プレスリリース（（（（2009.5.262009.5.262009.5.262009.5.26改訂改訂改訂改訂）））） 

  
3 / 4 

 

  

    

展覧会関連行事展覧会関連行事展覧会関連行事展覧会関連行事のごのごのごのご案内案内案内案内    
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

対談対談対談対談「「「「前田正博前田正博前田正博前田正博のののの歩歩歩歩んだんだんだんだ道道道道」」」」：：：：8月1日㈯ 午後3時より     

前田正博氏 × 林屋晴三（菊池寛実記念 智美術館館長） 

親子親子親子親子でででで楽楽楽楽しむしむしむしむ展覧会展覧会展覧会展覧会：8月8日、22日の各土曜日、午後2時より    

夏休みに合わせ、お子さまと一緒にお楽しみいただけるガイドツアーを行います。 

学芸員学芸員学芸員学芸員によるギャラリートークによるギャラリートークによるギャラリートークによるギャラリートーク：各土曜日、午後2時より    

■■■■7777月月月月4444日日日日、、、、11111111日日日日、、、、18181818日日日日    

■■■■8888月月月月29292929日日日日    

■■■■9999 月月月月 5555 日日日日、、、、19191919 日日日日 

    
西洋館見学会西洋館見学会西洋館見学会西洋館見学会：2009年7月25日／9月12日の各土曜日、午後2時より    

（（（（予約制予約制予約制予約制・・・・定員各回定員各回定員各回定員各回20202020名様名様名様名様））））    

当館敷地内の西洋館（登録有形文化財）は、大正時代に建てられた後、保存・修 

復を重ねながらも建具等の室内装飾が丁寧に保全され、今日まで使用されている 

希有な建物です。通常非公開の内部を、展覧会の期間中に特別公開いたします。 

西洋館のご案内（建築家 篠田義男氏）、美術館観覧料（学芸員の解説付き）、 

レストランでのお茶・ケーキのサービスを含め、お一人様8,000円です。 

予約・お問い合わせ（℡03－5733－5131） 
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●●●●貴社基本情報貴社基本情報貴社基本情報貴社基本情報    

会社名会社名会社名会社名：：：：                      

担当部署担当部署担当部署担当部署：：：：            担当者名担当者名担当者名担当者名：：：：      

住所住所住所住所：：：：                

電話電話電話電話：：：：            ファックスファックスファックスファックス：：：：      

EEEE----MAILMAILMAILMAIL：：：：                      

●●●●媒体情報媒体情報媒体情報媒体情報    

新聞新聞新聞新聞    

雑誌雑誌雑誌雑誌    

媒体名：       

発行日：   発売日：   

TVTVTVTV    

ラジオラジオラジオラジオ 

媒体名：       

放送日：   放送時間：   

ネットネットネットネット URL： 
 

    

●●●●画像貸出画像貸出画像貸出画像貸出リストリストリストリスト    ※※※※キャプションにはタイトルと制作年を入れてください。サイズ単位は㎝です。    
希望作品に☑ 作品キャプション 

□ ① 色絵金銀彩輪花鉢 1987 年 （高 19.0 径 41.0）  

 

□ 
② 左:色絵金銀彩面取鉢 2005 年 (高 24.5 径 25.5) 

右:色絵金銀彩面取鉢 2006 年 (高 24.5 径 24.5) 

□ ③ 色絵面取水指 2008 年 （高 20.0 径 14.5） 

□ ④ 色茶盌 2009 年 （高 8.6 径 11.8） 

●●●●読者読者読者読者プレゼントプレゼントプレゼントプレゼント用用用用チケットチケットチケットチケット希望希望希望希望：：：：        □□□□5555 組組組組 10101010 名様名様名様名様        □□□□10101010 組組組組 20202020 名様名様名様名様 

掲載・画像貸出申込書 
返信先 FAX:０３－５７３３―５１３２ 

■■■■本展覧会本展覧会本展覧会本展覧会についてについてについてについて広報媒体広報媒体広報媒体広報媒体へへへへ掲載掲載掲載掲載、、、、取材取材取材取材をいただくをいただくをいただくをいただく場合場合場合場合、、、、本本本本リリースにリリースにリリースにリリースに紹介紹介紹介紹介されているされているされているされている作品画像作品画像作品画像作品画像をデータでおをデータでおをデータでおをデータでお貸貸貸貸しししし出出出出しいたしいたしいたしいたしますしますしますします。。。。

申込書申込書申込書申込書のごのごのごのご希望希望希望希望のののの図版図版図版図版にににに☑☑☑☑をををを記記記記しししし、、、、用紙用紙用紙用紙をををを返信返信返信返信のうえのうえのうえのうえ、、、、おおおお問問問問いいいい合合合合わせくださいわせくださいわせくださいわせください。。。。ごごごご紹介紹介紹介紹介いただくいただくいただくいただく記事記事記事記事、、、、番組内容番組内容番組内容番組内容についてはについてはについてはについては、、、、情報確情報確情報確情報確

認認認認のためのためのためのため校正校正校正校正のののの段階段階段階段階でででで事務局事務局事務局事務局までおまでおまでおまでお知知知知らせくださいらせくださいらせくださいらせください。。。。おおおお貸出貸出貸出貸出しするしするしするしする画像画像画像画像データはデータはデータはデータは本展覧会終了本展覧会終了本展覧会終了本展覧会終了をもってをもってをもってをもって使用期限使用期限使用期限使用期限とさせていただきまとさせていただきまとさせていただきまとさせていただきま

すすすす。。。。作品作品作品作品のののの画像画像画像画像をををを 1111 点以上点以上点以上点以上ごごごご掲載掲載掲載掲載のののの上上上上、、、、本展本展本展本展をごをごをごをご紹介紹介紹介紹介くださるくださるくださるくださる媒体媒体媒体媒体にににに対対対対しししし、、、、本展本展本展本展ごごごご招待券招待券招待券招待券をををを読者読者読者読者プレゼントプレゼントプレゼントプレゼント用用用用にににに提供提供提供提供いたしますいたしますいたしますいたします。。。。申申申申

込書込書込書込書、、、、所定所定所定所定のののの欄欄欄欄にににに招待券希望招待券希望招待券希望招待券希望のののの旨旨旨旨をををを明記明記明記明記してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先        

菊池寛実記念菊池寛実記念菊池寛実記念菊池寛実記念    智美術館智美術館智美術館智美術館（（（（担当担当担当担当：：：：島崎島崎島崎島崎、、、、高田高田高田高田））））    

住所：〒105-0001 東京都港区虎ノ門 4－1－35 財団法人 菊池美術財団 

TEL.03（5733）5131  FAX.03（5733）5132  http://www.musee-tomo.or.jp/ 


